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一
、
仏
性
と
如
来
蔵

い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
と
い
う
も
の
を
勉
強
し
よ
う
と
思

っ
て
、
高
崎
直
道
氏
の

『如
来
蔵
思
想

の
形
成
』
(昭
和
四
十
九
年
、
春
秋
社
)

を
読
ん
だ
の
は
、
も
う
十
数
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
に
出
さ
れ
た
同
氏
の

『
仏
性
と
は
何
か
』
(昭
和
六
十
年
、
法
蔵
館
)
を

読
ん
で
か
ら
も
大
分
た

つ
。
た
ま
た
ま
い
ま
浬
藥
経
の
仏
性
説
を
考
察
す
る
に
当
り
、
両
書
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
か
ね
て
疑
問
に
思

っ

て
い
た
点
を
取
り
挙
げ
、
検
討
し
て
み
た
い
。

二
つ
あ
る
。

「
つ
に
は
仏
性
を

「仏
と
な
る
可
能
性
」
と
す
る
こ
と
。
二
つ
に
は
如
来
蔵
を

「如
来
の
胎
児
」
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。

も

っ
と
も
両
者
は
別
の
事
柄
で
は
な
い
。
如
来
蔵
を

「如
来
の
胎
児
」
(成
長
し
て
如
来
と
な
る
)
と
解
釈
し
て
、
そ

の
成
長
し
て
如
来
と

な
る

「可
能
性
」
を
浬
藥
経
が

「仏
性
」
と
名
づ
け
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
(『仏
性
と
は
何
か
』
一
=

○
頁

『如
来
蔵

思
想
の
形
成
』
七

六
〇
頁
な
ど
参
照
)

こ
の
認
識
は
、
私
が
中
国
仏
教
を
通
じ
て
得
た
も
の
と
は
大
い
に
異
な
る
。
ま
ず
如
来
蔵
と
仏
性
と
の
、
漢
訳
語
と
し
て
の
語
義
を
確

か
め
て
お
こ
う
。
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仏
性
と
は
、
「仏

の
仏
た
る
ゆ
え
ん
」、

「諸
仏
如
来
の
特
性
」

で
あ
る
。

「可
能
性
」
と
い
う
意
味
は
、
性

の
字
に
は
な

い
。

如
来
蔵
の
蔵
の
字
に
は
三
つ
の
基
本
的
な
意
味
が
あ
る
。
1
蔵
匿

(か
く
す
)
。
2
蓄
蔵

(た
く
わ
え
る
)
。
3
物

を
蔵
す
る
所

(く
ら
)
。

目
本
語
の

「く
ら
」
は

一
定

の
建
造
物
を
指
す
け
れ
ど
も
、
中
国
語
の

「蔵
」
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な

い
。
な
ん
ら
枠
組
み
は

な
く

と
も
、
物
を
蔵
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
空
間
が

「蔵
」
で
あ
る
。

た

と
え
ば
宝
蔵
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
を

『辞
海
』
(
一
九
四
八
年
版
)
は

「謂
薙
蔵
之
宝
物
也
」
と
説
明
す

る
。
つ
ま
り
宝
蔵
は
、

「宝

の
く
ら
」
で
は
な
く
て
、
「し
ま
わ
れ
て
あ
る
た
か
ら
」
(『新
宇
源
』)
で
あ
る
。

ど
う
し
て
こ
う

い
う

こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
、
宝
を
お
さ
め
る
空
間
が
、
宝
と
別
個
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
宝

の
充
実
す
る
際
限
が

「蔵
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「蔵
」
と
は
充
実
す
る
宝
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と

に
な
る
。

如
来
蔵
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
如
来
法
身
の
遍
満
す
る
限
り
の
空
間
が

「如
来
蔵
」
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
の
空
間

を
充
た
す
如
来
が

「如

来
蔵
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
漢
訳
語
と
し
て
の
如
来
蔵
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
如
来
法
身
の
遍
満
す
る
限
り
の
空
間
と
は
虚
空
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
全
宇
宙
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
宇
宙

全
体
が
如
来
蔵
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
言
い
か
え
れ
ば
、
如
来
は

一
切
を
蔵
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「如
来
蔵
ス
」
、
こ
れ
が
如
来
蔵
説
の
根
本
で
あ
る
。
こ
の
根
本
の
事
態
を
、
絞
り
を
し
ぼ

っ
て
衆
生
を
中
心
に
観
察
す
る
と
、

一
切
衆

生
は
如
来
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
「如
来

二
蔵
セ
ラ
ル
」
、
こ
の
場
合

の
蔵
は
、

「所
摂
」

の
意
味
で
の

「蔵
」
で
あ

る
。

し
か
る
に
衆
生
は
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
な
い
。
煩
悩
に
眼
を
覆
わ
れ

て
如
来
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
如
来
は
煩
悩
と
無
縁

で
あ
る
が
、

煩
悩

の
色
眼
鏡
を
か
け
た
衆
生
と
の
か
か
わ
り
に
於

い
て
言
え
ば
、
如
来
は
煩
悩
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。

「如
来
蔵

セ
ラ
ル
」
、
こ
の
場
合

の
蔵

は
、
「隠
覆
」
の
意
味
で
の

「蔵
」
で
あ
る
。

自
覚
し
て
は
い
な

い
に
し
て
も
、
如
来
法
身
は
遍
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
衆
生

一
人

一
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、

一
切
衆
生
は
如

　

来

を

蔵

し

て

い

る

。

「如

来

ヲ

蔵

ス
」

、

こ

の
場

合

の
蔵

は

、

「能

摂

」

の
意

味

で

の

「蔵

」

で
あ

る
。



言
う

ま
で
も
な
く
、
「所
摂
蔵
」
「隠
覆
蔵
」
「能
摂
蔵
」
と
い
う
の
は
仏
性
論
か
ら
借
り
た
用
語
で
あ
る
が
、
漢
訳
語

と
し
て
の
如
来
蔵

の
語
義

は
以
上
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
如
来
蔵

の
実
質
は
如
来
で
あ
る
。
こ
の
如
来
蔵
を

一
切
衆
生
は
所
有
す
る
と
い
う

の

が
、
如

来
蔵
説
の
核
心
を
な
す
。
そ
の
際
、
如
来
蔵
の
、
如
来
が
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
衆
生
に
は
見
え
な
い
と

い
う
性
格
を
も

つ

点
が
、
宗
教
的
実
践
的
に
問
題
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
煩
悩
を
断
尽
し
て
、
如
来
が
見
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う

こ
と

が
、
宗

教
的
実
践
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
こ
の

一
事
を
説

い
て
止
ま
な
い
の
が
如
来
蔵
経
で
あ
る
。

仏

は
衆
生
の
如
来
蔵
を
見
已

っ
て
、
開
敷
せ
し
め
ん
と
欲
し
て
為
に
経
法
を
説
き
、
煩
悩
を
除
滅
し
て
仏
性
を
顕
現
せ
し
め
ん
と
す
。

(大
16
ー
四
五
七
C
)
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二
、
仏
性

仏
性
を

「仏
と
な
る
可
能
性
」
と
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
高
崎
氏
は
、

仏
性
は
も

っ
ぱ
ら

因

位

を
さ
す
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

と
言
う

(『仏
性
と
は
何
か
』
一
=

○
頁
)。
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
言

い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
浬
藥
経

に
は

仏
即
是
仏
性
。
何
以
故
。

一
切
諸
仏
以
此
為
性
。

(巻
二
十
七
、
大
12
ー
五
二
四
b
)

と
言
う
。
た
だ
浬
葉
経
を
引
合

い
に
出
す
に
つ
い
て
は
、
些
か
弁
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
高
崎
氏
は

無
論
大
き
な
紙
幅
を
さ
い
て
捏
葉
経
に
も
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
氏
の
所
謂

「チ
ベ

ッ
ト
訳
②
」
と
そ
の

「相
当
部
分

(す
な
わ
ち
、

法
顕
訳

の
全
体
。
曇
無
識
訳
、
『北
本
』
の
第
10
巻
ま
で
)
」
(『如
来
蔵
思
想
の
形
成
』

一
二
九
頁
)

の
み
を
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る

か
ら

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は

「『北
本
』
の
第
11
巻
以
降
の
30
巻
な
ら
び
に

『後
分
』
は
、
イ
ン
ド
産
と
の
確
証
は
な

い
」

(同
前
)
と
い

う

こ
と
に
在
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ど
こ
で
作
ら
れ
た
に
し
て
も

(イ
ン
ド
産
で
は
な
い
と
は
高
崎
氏
も
断
定
し
て
い
な
い
)
、
十

】
巻
以
降
は
、
先
行
す
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る
部
分
で
主
張
さ
れ
た
悉
有
仏
性
説
の
は
ら
む
問
題
点
を
的
確
に
取
り
出
し
、

一
つ
一
つ
に
解
答
を
与
え
る
と
い
う

形
で
構
成
さ
れ

て
お

り
、
首
尾
を
整
え
る
役
割
り
を
果
し
て
い
る
。
同
じ
曇
無
識
の
翻
訳
で
、
年
代

の
古
さ
も
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
浬
葉
経

の

仏
性
説
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
は
第

一
級

の
資
料
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

時
と
し
て

「是
故
我
於
経
中
先
説
」
と
い
う
形
で
、
先
行
部
分

の
経
文
を
引
合
い
に
出
す

こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
三
十
五
に
は
こ

の
定
型
句
に
つ
づ
い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

衆
生
仏
性
如
雑
血
乳
。
血
者
即
是
無
明
行
等

一
切
煩
悩
。
乳
者
即
是
善
五
陰
也
。
是
故
我
説
、
従
諸
煩
悩
及
善

五
陰
、
得
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
。
如
衆
生
身
皆
従
精
血
而
得
成
就
、
仏
性
亦
爾
。
須
陀
疸
人
、
斯
陀
含
人
断
少
煩
悩
、
仏
性
如
乳
。
阿
那
含
人
、
仏
性

如
酪
。
阿
羅
漢
人
、
猶
如
生
酢
。
従
辟
支
仏
、
至
十
住
菩
薩
、
猶
如
熟
醜
。
如
来
仏
性
猶
如
醍
醐
。

(大
12
1

五
七

一
c
)

前
後
の
議
論
は
扱
置
き
、
牛
乳
に
た
と
え
を
取

っ
て
、
仏
性
の
純
度
を
五
段
階
に
分
け
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
衆
生
の
仏
性
は
雑

血
乳

(子
牛
を
生
ん
だ
ば
か
り
の
母
牛

の
出
す
乳
に
は
、
血
が
ま
じ

っ
て
い
る
と
い
う
)
の
よ
う
で
あ
り
、
須
陀
疸

人
の
は
乳
の
よ
う
で

あ
り
、
阿
那
含
人
の
は
酪

の
よ
う
で
あ
り
、
阿
羅
漢
菩
薩
等
の
は
蘇
の
よ
う
で
あ
り
、
如
来

の
仏
性
は
醍
醐

の
よ
う

で
あ
る
と
言
う
。

も
と
の
話
は
北
本
巻
十
如
来
性
品
第
四
之
七
お
よ
び
泥
疸
経
巻
六
間
菩
薩
品
第
十
七
に
見
ら
れ
、迦
葉
菩
薩
の
次

の
よ
う
な
質
問
で
始

っ

て
い
る
。

迦

葉

菩
薩

白

仏

言

、
世

尊

、
如

来

所

説

、

12
ー

四

二

二

c
、

八

九

五

a
)

諸
仏
菩
薩
、
声
聞
縁
覚
、
性
無
差
別
、
唯
願
如
来
分
別
広
説
、
利
益
安
樂

一
切
衆
生
。
(大
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途
中

は
荒
筋
を
辿
る
だ
け
に
し
ょ
う
。

仏
陀
が
言
う
、
善
男
子
よ
、
ひ
と
り
の
長
者
が
居
て
、
種
々
の
色
を
し
た
乳
牛
を
飼

っ
て
い
た
と
す
る
。
あ

る
時
、
祭
り
の
た
め

に
す
べ
て
の
牛
の
乳
を
し
ぼ

っ
て
、

一
器

の
中
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
乳
色
が
同

一
白
色
な
の
を
見
て
、
牛

の
色
は
い
ろ

い
ろ
な

の
に
、
ど
う
し
て
乳
は
皆
な
同

一
色
な
の
だ
ろ
う
か
と

い
ぶ
か

っ
た
。
そ
こ
で
思
惟
す
る
に
は
、
業
報
因
縁
に
よ

っ
て
同

一
色
な

の

だ
ろ
う
と
。

善
男
子
よ
、
声
聞
縁
覚
菩
薩
も
、
牛
乳
が

一
色
で
あ
る
よ
う
に
、
諸
仏
と
同

一
仏
性
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
諸
仏
と
同
じ
よ
う

に
煩
悩
を
尽
く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
凡
夫

の
衆
生
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、

一
切
衆
生
も
ま
た
同

一
仏
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
金
の
鉱
石
で
あ

る
が
、
精
錬
し
て
鉱

津

を
除
去
し
た
な
ら
ば
純
金
が
得
ら
れ
る
。
衆
生
の
仏
性
も
そ
れ
と
同
じ
で
、
浬
藥
経
を
聞
い
て
発
心
し
、
煩
悩

の
鉱
津
を
除
去
し

た
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
か
の
長
者
が
牛
乳
が

一
色
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
よ
う
に
、
衆
生
も
ま
た
諸
仏
如
来
と

同

一
仏
性
で
あ
る
こ

と
を
知
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
諸
仏
如
来
と
声
聞
縁
覚
菩
薩
と
を
引
き
比
べ
、

つ
け
た
り
と
し
て
衆
生
に
説
き
及
ぶ
と
い
う
形
式
を
取

っ
て

い
る
。

つ
づ
く
話
し

も
同
じ
形
式
で
語
ら
れ
る
。

迦
葉
菩
薩
が
質
問
す
る
、

一
切
衆
生
に
皆
な
仏
性
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
た
と
え
ば

三
乗
の
浬
禦
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
、
ま
た
如
来

の
浬
藥
と
も
異
な

る
の
は
何
故
で
す
か
。

仏
陀
の
答
え
、
同

一
仏
性
で
は
あ

っ
て
も
、
諸
仏
如
来
は
三
乗
を
超
え
て
い
る
。

迦
葉
菩
薩
、
差
別
の
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
衆
流
が
大
海
に
帰
す
る
よ
う
に
、

一
切
の
菩
薩
声
聞
縁
覚

は
、
未
来

の
世
に
皆
な
如
来
の
大
般
浬
契
に
帰
す
る
の
で
す
か
ら
無
差
別
で
す
。

仏
陀
が
言
う
、
私
は
常
住
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
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次
か
ら
は
、
今
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
に
当
る
の
で
、
本
文
を
引
用
す
る
。

迦
葉
言
、
云
何
性
差
別
。

仏
言
、
善
男
子
、
声
聞
如
乳
、
縁
覚
如
酪
、

差
別
。

迦
葉
復
言
、

一
切
衆
生
、
性
相
云
何
。

仏
言
、
善
男
子
、
如
牛
新
生
、
乳
血
未
別
、

菩
薩
之
人
如
生
熟
蘇
、
諸
仏
世
尊
如
醍
醐
。
以
是
義
故
、
大
捏
藥
中
説
四
種
性
而
有

凡
夫
之
性
雑
諸
煩
悩
、
亦
復
如
是
。
(大
12
1
四
二
三
b
)

い
ま
こ
の
よ
う
に
捏
藥
経
を
長
々
と
引
用
し
た
の
は
、
仏
性
は
因
位
に
限
る
と
い
う
高
崎
氏
の
主
張
、
「仏
性
は
具
体
的
に
は
仏
に

つ
い

て
云

々
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
衆
生

つ
ま
り
、
ま
だ
仏
に
な

っ
て
い
な

い
も
の
に
関
し
て
言
及
さ
れ
る
の
が

つ
ね

で
あ
る
」

(『
仏
性
と
は

何
か
』
二

一
〇
頁
)
と
い
う
主
張
に
対
す
る
反
証
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
明
ら
か
に

「如
来
の
仏
性
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
、

迦
葉

の
質
問
に
あ
る

「性
」
を
、
巻
三
十
五
で
は
す
で
に

「仏
性
」
の
意
に
解
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
れ
で
良

い
か
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
泥
沮
経

の
該
当
箇
所
を
も
引
い
て
お

こ
う
。

迦
葉
白
仏
、
云
何
、
世
尊
、
如
来
之
性
不
異
異
耶
。

仏
言
、
有
異
。

迦
葉
白
仏
、
云
何
為
異
。

仏
告
迦
葉
、
讐
如
牛
乳
、

一
切
声
聞
如
来
之
性
亦
復
如
是
。
猶
如
成
酪
、

一
切
縁
覚
如
来
之
性
亦
復
如
是
。
猶
如
成
蘇
、

詞
薩
如
来
之
性
亦
復
如
是
。
猶
如
醍
醐
、
諸
仏
如
来
其
性
亦
然
。
如
是
、
善
男
子
、
此
摩
詞
衛
般
泥
潭
経
四
種
差
別
。

菩
薩
摩



迦
葉
菩
薩
白
仏
言
、
世
尊
、

一
切
衆
生
、
其
性
云
何
。

仏
告
迦
葉
、
如
乳
未
成
、
与
水
血
合
。
無
量
煩
悩
覆
蔽
如
来
眞
実
之
性
。

(大

12
1

八

九

五

b
)
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法
顕
も
こ
の

「性
」
を
如
来
性
す
な
わ
ち
仏
性
と
理
解
し
て
翻
訳
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

「性
」
の
梵
語
が

自
げ
91ε

で
あ
る
こ

と
は
、
高
崎
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
り
、
(『如
来
蔵
思
想

の
形
成
』

一
六
四
頁
以
下
参
照
)
、
こ
の
語
が
し
ば
し
ば

「如
来
性
」
「仏
性
」

の
意
味

で
使
わ
れ
る
こ
と
も
同
じ
く
同
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
(前
掲
書

一
四
九
頁
な
ど
。
ま
た
同
氏
の
和
訳

『宝
性
論
』

一
九

八
九
年
講
談
社
参
照
)
。
し
か
る
に
氏
は
、
浬
契
経
の
こ
の
箇
所
を
、
西
蔵
語
訳
に
よ

っ
て
招
介
し
な
が
ら

(前
掲

の

一
六
四
頁
以
下
)、

こ
れ
等

の
事
実
に
は
ま

っ
た
く
触
れ
よ
う
と
し
な

い
。
少
な
く
と
も
法
顕
訳

の
不
当
性
、
お
よ
び
巻
三
十
五
の
解
釈

の
不
当
性
を
証
明
し

な
け
れ
ば
、
「仏
性
因
位
説
」
を
唱
え
る
た
め
に
周
到
な
用
意
を
し
た
と
は
言
え
ま

い
。

そ
も

そ
も
諸
仏
如
来
に
仏
性
が
あ
る
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「仏
性
」
と
は
、
「仏
陀

(
げ
二
&

ゴ
9
1
過
去
分
詞
デ
ア

ル
)
」
す
な
わ
ち

「已
に
作
仏
し
て
い
る
者
」
の

「特
性

(
自
げ
倒
ε

)」
な

の
で
あ
る
か
ら
。
作
仏
な
し
に
仏
性
は
な

い
の
で
あ
る
。
「仏
性

の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り

の
ち
に
具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な

り
」

(正
法
眼
蔵
仏
性
)
。

ほ
ん
と
う
は
衆
生
に
は
仏
性
は
な

い
の
で
あ
る
。
「当
知
衆
生
悉
無
仏
性
」
(浬
契
経
巻
二
十
八
、
大
12
1
五
三
三

a
)。
し
か
る
に
、
こ

の
、
未

だ
作
仏
し
て
い
な
い
衆
生
に
も
仏
性
が
有
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
悉
有
仏
性
説
の
め
で
た
さ
が
あ
り
、
不
可
思
議
さ
が
あ
る
。
「衆

生
仏
性
諸
仏
境
界
、
非
是
声
聞
縁
覚
所
知
」

(同
五
三

一
b
)
。

こ
ん
な
初
歩
的
な
道
理
を
、
高
崎
氏
が
先
刻
承
知
で
な

い
は
ず
も
な

い
。
『如
来
蔵
思
想
の
形
成
』

一
四
九
頁
を
見

よ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
自
明
の
理
に
目
を
瞑
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
「如
来
蔵
胎
児
説
」
擁
護
の
立
場
か
ら
、
な
ん
と

し
て
も
仏
性
を

「胎

児
」
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
「胎
児
は
、
ま
だ
如
来
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
そ
れ
が
成
長
し
て
如
来
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に
な

る
わ
け
で
す
」

(『仏
性
と
は
何
か
』
三

一
頁
)
。
「
こ
の
胎
児

の
状
態
に
あ
る
如
来
を
、
如
来
と
な
る
因
の
意
味

で
、
仏
性
と
な
づ
け

た
」
(高
崎
氏
訳

『宝
性
論
』
四
〇
五
頁
)
。
な
ぜ

「因
の
意
味

で
、
仏
性
と
な
づ
け
た
」
と
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
仏
性

(
げ
ロ
O
山
げ
蝉
-

山
ゴ
91
ε

)
の

「
自
ゴ
倒
葺

は

一
般
に

「界
」
と
訳
さ
れ
る
語
で
、
そ
の
意
味
は
種
々
あ
る
が
、
仏
典

で
は
基
本
的
に
は
、
「因
」
の
義
と
説
明

さ
れ

(
住
げ
倒ε
ー
げ
①ε

)
」
(『仏
性
と
は
何
か
』

二
〇
九
頁
)
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
仏
性
は

「仏

の
因
」
と
も
解
釈
で
き
る
わ
け
で

あ
る
。

仏
性
が
何
ら
か
の
意
味
で

「因
」
で
あ
る
こ
と
は
浬
薬
経
も
認
め
て
い
る
。
巻
二
十
八
に

是
因
非
果
名
為
仏
性
。
非
因
生
故
、
是
因
非
果
、
非
沙
門
果
、
故
名
非
果
。
何
故
名
因
。
以
了
因
故
。
(大
12
1
五
三
〇

a
)

と
言
う
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「見
性
成
仏
」
を
可
能
に
す
る
根
拠
で
あ
る
。
し
か
る
に
浬
藥
経
集
解
三
十
三
に

僧
亮
日
、
見
性
成
仏
、
即
性
為
仏
也
。

(大
37
1
四
九
〇

c
)

と
言
う
よ
う
に
、
如
来
の
寸
法
が
変
る
こ
と
は
な

い
。
「因
」
で
あ
る
こ
と
は
、
仏
性
に
、
胎
児
に
退
化
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
要
求
し
は

し
な

い
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
浬
葉
経
が

「〈仏
性
〉
な
る
術
語
を
あ
み
出
し
て
、
衆
生
の
う
ち
な
る
成
仏
の
可
能
性
の
呼
び
名
と
し
た
」

(『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
七
六

一
頁
)
と
い
う
の
が
怪
し
く
な
る
。

　

浬
葉
経
が
如
来
蔵
説
を
前
提
と
し
て
悉
有
仏
性
説
を
唱
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

復
有
比
丘
説
仏
秘
蔵
甚
深
経
典
、

一
切
衆
生
皆
有
仏
性
。
以
是
性
故
、
断
無
量
億
諸
煩
悩
結
、
即
得
成
於
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
。

除

一
閲
提
。
(巻
七
、
大
12
i
四
〇
四

c
)

復
有
比
丘
広
説
如
来
蔵
経
言
、

一
切
衆
生
皆
有
仏
性
、
在
於
身
中
。
無
量
煩
悩
悉
除
滅
巳
、
仏
便
明
顕
。
除

一
聞
提
。
(泥
疸
経
巻
四
、

大
12
1
八
八

一
b
)



　

我
者
即
是
如
来
蔵
義
。

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
即
是
我
義
。
如
是
我
義
、
従
本
已
来
、
常
為
無
量
煩
悩
所
覆
、
是
故
衆
生
不
能
得
見
。

(巻
七
、
四
〇
七
b
)

眞
実
我
者
是
如
来
性
、
当
知

一
切
衆
生
悉
有
。
但
彼
衆
生
、
無
量
煩
悩
覆
蔽
不
現
。

(泥
潭
経
五
、
八
八
三
b
)

如
来
蔵
と
い
う
言
葉
は
、

一
切
衆
生
に
仏
性
の
有
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
そ
の
仏
性
が
煩
悩
に
覆

わ
れ

て
い
る
こ
と
を
も
知
ら
し
め
る
。

つ
ま
り
、
仏
性
そ
の
も
の
を
指
し
示
す

の
で
は
な
く
て
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
仏
性
を
指
し
示

す
用
語
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
浬
葉
経
は
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
曇
無
識
の
翻
訳
は
、
そ
の
点
を
は

っ

き
り
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

い
ま
し
が
た
引
用
し
た
経
文
の
中
、
「我
者
即
是
如
来
蔵
義
。
…
是
故
衆
生
不
能
得
見
」
に
続
い
て
、
如
来
蔵
経
の
九
喩
の

一
つ
と
し
て

有
名
な
、
貧
女
の
眞
金
蔵
の
寓
話
が
出
て
来
る
が
、
そ
の
部
分
を
西
蔵
語
訳
と
比
べ
な
が
ら
読
む
と
、
曇
無
識
の
用
意
の
ほ
ど
を
知
る
こ

と
が

で
き
る
。
蔵
訳
か
ら
の
和
訳
は
、
高
崎
氏
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
拝
借
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『如
来
蔵
思
想

の
形
成
』

一
四

五
頁
か
ら
。
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そ
こ
で
彼
は
、
彼
女
の
家
の
下
か
ら
、
そ
の
宝
蔵
を
取
り
出
し
て
、
彼
女
に
与
え
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
そ
れ
を
見
て
、
希
有
な
こ

と
だ
と
し
て
彼
に
帰
依
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
と
同
様
に
、
善
男
子
よ
、
〈如
来
蔵
〉
は

一
切
衆
生
に
あ
る
が
、
た
だ
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
す
ぎ
な

い
こ
と
、
か
の
貧
女

自
身

[
の
家
]
に
あ
る
宝
蔵

の
ご
と
く
で
あ
る
。
善
男
子
よ
、
私
は

一
切
衆
生
に
如
来
蔵
あ
り
と
正
し
く
説
示
す
る
の
で
あ
る
。

曇
無
識
訳

(大
12
ー
四
〇
七
)
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是
人
即
於
其
家
、
掘
出
眞
金
之
蔵
。
女
人
見
已
、
心
生
歓
喜
、
生
奇
特
想
、
宗
仰
是
人
。

善
男
子
、
衆
生
仏
性
亦
復
如
是
、

一
切
衆
生
不
能
得
見
、
如
彼
宝
蔵
、
貧
人
不
知
。
善
男
子
、
如
来
今
日
普

示
衆
生
諸
覚
宝
蔵
、

所
謂
仏
性
。

初

の
如
来
蔵
を

「衆
生
仏
性
」
と
し
、
次
の
を

「衆
生
諸
覚
宝
蔵
、
所
謂
仏
性
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
如
来
蔵
が

「衆
生

の
仏

性
」

で
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
認
識
は
宝
性
論
に
も
見
ら
れ
る
。

眞
如
有
雑
垢
者
、
謂
眞
如
仏
性
未
離
諸
煩
悩
所
纒
、
如
来
蔵
故
。
(巻

二
、
大
31
1
八
二
七

a
)

こ
れ
は
勝
婁
経

の

如
来
法
身
不
離
煩
悩
蔵
所
纒
、
名
如
来
蔵
。
(宝
性
論
所
引
、
八
二
四

a
)

と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
煩
悩
所
纒
の
法
身
は
、

一
般
に

「在
纒
の
法
身
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
に
倣

っ
て
、
煩
悩
所
纒
の
仏
性
を

「在

纒
の
仏
性
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
つ
ま
り

「衆
生
の
仏
性
」

で
あ
る
。

「衆
生
の
」
と
い
う
限
定
が
付
く
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
の
で
は
な

い
仏
性
を
前
提
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
に
浬
藥
経

で
は
、
如
来
の
仏
性
は
醍
醐

の
如
し
と
云

っ
て
い
た
。

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
も
言
え
る
な
ら
ば
、

「諸
仏
如
来
悉
有
仏
性
」
と
も
言

え
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
」
と
は
言
え
る
け
れ
ど
も
、
「諸
仏
如
来
有
如
来
蔵
」
と
は
言
え
な

い
。
何
故
な

ら
ば

、
如
来
蔵
は
本
質
的
に
煩
悩
所
纒
、

つ
ま
り
隠
覆
蔵

の
性
格
を
持

つ
か
ら
で
あ
る
。

仏

性
と
如
来
蔵
と
で
は
、
適
用
す
る
範
囲
に
広
狭

の
差
が
あ
る
。
二
つ
の
概
念
は
、
ぴ
た
り
と
重
な
り
合
う
わ
け

で
は
な

い
の
で
あ
る
。

し
た

が

っ
て
、
浬
葉
経
が
如
来
蔵
を
仏
性
と
名
づ
け
る
道
理
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

三
、
如
来
蔵
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如

来
蔵
胎
児
説

の
創
唱
者
は
、
恐
ら
く
宇
井
博
士
で
あ
ろ
う
。
私
の
知
る
限
り
、
如
来
蔵

(
富
9
倒αq
讐
甲
αq
母
げ
ゴ
鋤
)
を

「如
来
の
胎
児
」

と
し

て
解
釈
し
た

の
は
、
博
士

の

『宝
性
論
研
究
』
(
一
九
五
九
年
、
岩
波
書
店
)
が
最
初
で
あ
る

(そ
の

一
二
八
頁
)
。

た
だ
、
何
故
、
中
国
仏
教
の
伝
統
に
背
を
向
け
て

(西
蔵
仏
教
に
つ
い
て
も
同
様
だ
が
)
、
「如
来

の
胎
児
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
そ
の
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
学
問
的
に
は
不
備
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
不
備
を
補
う
こ
と

に
高

崎
氏
の
苦
心
が
は
ら
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
浬
葉
経
が
如
来
蔵
を
仏
性

の
名
で
呼
ん
だ
と
い
う
の
も
、
前
節
で
見
た
よ
う
に

根
拠
は
な
い
に
し
て
も
、
胎
児
説
の
正
当
性
を
裏
付
け
よ
う
と
す
る
努
力
の

一
端
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
中
国
仏
教

・
西
蔵
仏
教
の
伝

統
に
対
抗
し
て
、
新
説
を
立
て
よ
う
と
す
る
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
中
国
仏

教
に
つ
い
て
は
、
中

国
化
と
い
う
こ
と
が
常
に
問
題
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
本
質
は
や
は
り
印
度
仏
教
理
解
で
あ
る
。

高

崎
氏
は

「漢
訳
が

「如
来
蔵
」
と
い
う

の
は

αq
錠
び
冨

を

「胎
」
と
解
し
」
と
言
い

(『如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
五
六
頁
)
、
「中
国
語

な
ま

は
、
胎
と
い
う
生
理
的
な
こ
と
ば
を
生
で
使
う
の
を
い
や
が
り
ま
し
て
、
も
う
少
し
上
品
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

蔵
と

い
う
字
を
使

っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う

(『仏
性
と
は
何
か
』

二
十
頁
)
。
こ
れ
は
頗
る
妖
し
い
。

「蔵
」

と
い
う
字
に

「胎
」

と
い
う
意
味
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(西
蔵
語
訳
の

ω鐵
昌
b
o
に
つ
い
て
も
同
断
)
。
伝
統
説
の
支
持
を
も
得
よ
う
と
す
る
の
は
無
理
な
の
で

あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
如
来
蔵
経
に

「如
来
の
胎
児
」
を
前
提
と
す
る
教
説
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
高
崎
氏
は
如
来
蔵
経
の
九
喩

の
う
ち
、
「あ
る
も

の
は
や
が

て
如
来
と
な
る
と
い
う
成
長
を
強
調
し

(第
六
、
八
喩
)
」
と
言

っ
て
、
六
喩
と
八
喩
と
が

「如
来
の
胎
児
」
を
前
提
と
し
て
い

る
か

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る

(『仏
性
と
は
何
か
』

一
六
三
頁
。
ま
た
三
〇
頁
以
下
参
照
)。
し
か
し
宝
性
論
四
に

九
種

の
讐
喩
を
以
て
、
如
来
蔵
の
、
疸
沙
に
過
ぐ
る
煩
悩
蔵
の
所
纏
た
る
こ
と
を
明
か
せ
る
こ
と
を
、
修
多
羅

の
説
く
が
如
く
に
応

に
知
る
べ
し
。
(大
引
-
八
三
七

a
)

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
等
の
讐
喩

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
も

っ
ぱ
ら
、
如
来
蔵
が
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
に
在
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る
。
第
六
の
讐
喩
は
、
巷
羅
果
の
種
子
に
隠
れ
て
い
る
芽
が
、
や
が
て
大
樹
王
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
八
の
は
、
貧
賎
醜
随
の

た
ね

女
人

の
身
ご
も

つ
た
聖
王
の
胤
が
、
や
が
て
天
下
に
君
臨
す
る
王
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
隠
さ
れ
た

"
血
筋
"
を
問
題

に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
宝
性
論
も
こ
の
こ
と
を
認
め
て
お
り
、

一
切
衆
生
が
如
来
の
血
筋

(
い
わ
ゆ
る
種
姓
)
を
承
け
て
い
る
こ
と
を

明
か
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
巻
四

(大
31
ー
八
三
九

a
)
参
照
。
ま
た
高
崎
訳

『宝
性
論
』

一
二
六
頁
以
下
参
照
。

王
家
の
血
筋
を
引
く
も
の
は
、
誰
で
も
王
と
な
る
資
格
を
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
如
来

の
血
筋
を
引
く
も
の
は
、
誰
で

も
如
来
と
な
る
資
格
を
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

血
筋
の
価
値
と

い
う
も
の
は
、
子
供

の
あ
い
だ
は
低
く
、
成
人
す
る
と
高
く
な
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

一
定
不
変
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
こ
の
讐
喩
の
中
に
、
成
長
に
関
す
る
何
ら
か
の
寓
意
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
讐
喩
も
ま
た
、
「如

来

の
胎
児
」
が
、
如
来
蔵
思
想
を
構
成
す
る
た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
要
素
で
あ
る
こ
と
を
、
証
拠
立
て
る
も

の
で
は
な

い
。

周
知

の
通
り
、
宝
性
論
に
は
梵
本
が
あ

っ
て
、
如
来
蔵
経
か
ら
引
用
さ
れ
た
経
文

の
梵
文
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
如
来
蔵
説
の
根
本

教

理

「
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
」
(宝
性
論
巻
三
、
大
31
1
八
二
八
b
)
を
含
む
経
文
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
高
崎
氏
は
次

の

よ
う

な
考
察
を
加
え
ら
れ
る
。

(『如
来
蔵
思
想

の
形
成
』

一
七
八
頁
)

1

『如
来
蔵
経
』
は

「
一
切
衆
生
は
如
来
を
内
に
宿
す
も
の
た
ち
で
あ
る

(
ω
輿
9

ω
9
守
91
ω
富
9
似
αq
蝉富
σq
輿
げ
ず
魯

)
」
と
初
め
て

宣
言
し
た
。
(和
訳

『宝
性
論
』
四
四
頁
で
は

「如
来
を
胎
に
宿
す
」
と
よ
り
具
体
的
に
訳
し
て
い
る
。)

2
こ
の
有
財
釈
の
用
法
か
ら
、
進
ん
で
、
衆
生
を

「
〈如
来
蔵
〉
富
9
摺
蝉
富
αq
霞
げ
げ
鋤
を
有
す
る
も
の
」
と

い
う
解
釈
が
生
れ
、
衆
生

の
う
ち
な
る
、
仏
と
同
じ
本
質
を

〈如
来
蔵
〉
の
名
で
呼
ぶ
に
至

っ
た
。
〈如
来
蔵
〉
は
語
義
と
し
て
は
、
〈如
来

の
胎
児
〉
と
な
る
。

こ
の

〈胎
児
〉
(
αq
霞
げ
財
僧
)
は
将
来
、
如
来
た
る
べ
き
も
の
の
意
で
あ
り
、
如
来
の
因
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
れ

は
、
如
来
と
同
じ
本
質
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
二

切
衆
生
は
如
来
を
胎
に
宿
す
」
と
い
う
の
が
、
こ
の

一
句

の
読
み
と
し
て
必
然
的
で
あ
る
と
言

え
な
い
こ
と
は
、
漢
訳



が

(蔵

訳
も
そ
う
だ
が
)
ち
が

っ
た
風
に
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
読
み
が
可
能
な

の
で
あ
る
か
ら
、
「如

来

の
胎
児
」
と
い
う

「
一
種
原
理
的
な
も
の
」
(和
訳

『宝
性
論
』
四
〇
五
頁
)
を
導
く
の
に
都
合
の
よ
い
、
こ
の
読

み
が
、
今
は
採
用
さ

れ
た
と

い
う
こ
と
で
し
か
な

い
。

つ
ま
り
、
こ
の
読
み
か
ら

「如
来
の
胎
児
」
が
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
前
提
と
な
る
読
み
自
体
に
は
何
の
必
然
性
も
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
如
来
蔵
説
に
お
け
る

「胎
児
」

の
必
然
性
は
依
然
と
し
て
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

読
み
自
体
に
は
必
然
性
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
漢
訳

(蔵
訳
)
に

つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、

い
ず
れ

の
解
釈
が
妥

当
で
あ
る
か
は
、
読
み
か
ら
出
て
来
る
結
果
の
、
教
説
全
体
に
対
す
る
整
合
性

い
か
ん
に
よ

っ
て
判
断
す
る
し
か
あ
る
ま

い
。

漢
訳

に
お
い
て
は
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
如
来
蔵
の
実
質
は
如
来
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
如
来
蔵
説
に
お
い
て
は
、
「衆
生
」
と

「如
来
」
と

の
か
か
わ
り
の
み
が
主
題
で
あ

っ
た
。

し
か

る
に
胎
児
説
に
お
い
て
は
、
「衆
生
」
と

「如
来
」
の
ほ
か
に
、
如
来
の

「胎
児
」
が
登
場
す
る
。
し
か
も
こ
の

「胎
児
」
は

「如

来
」
を
超
え
た

「
一
種
原
理
的
な
も
の
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
、
高
崎
氏
訳
の

『宝
性
論
』
を
借
り
て
示
し
て
見
よ
う
。

高
崎
氏
は

二

種
原
理
的
な
も
の
」

の
場
合
に
は
、
「如
来
の
胎
児
」
と
訳
さ
ず
、

「如
来
蔵
」
と
訳
し
て
い
る
の
で
、
実
際

の
意
味
に

対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
、
私
は

(
ツ
マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
と
い
う
注
釈
を

一
つ
一
つ
に
著
け
た
。

一
二
七
頁
以
下
に
よ
る
。
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無

始

時

来

の
性

は

、

一
切

法

の
等

し

く

所

依

た

る

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

が

あ

る

と

き

、

一
切

の

〔
輪

廻

の
〕

趣

も

あ

り

、

ま

た

捏

葉

の
体

得

も

あ

る

。

(
『
大

乗

阿

昆
達

磨

経

』
)

こ

こ

で

、

「無

始

時

来

」

(
①
旨
倒
◎
一閃
倒
嵩
吋
餌
)

と

は

、

ど

の

よ

う

に

で
あ

る

か

、

す

な

わ

ち

、

如

来

蔵

(
ツ

マ
リ

そ

の

も

の
に

関

し

て
、

世

尊

に

よ

っ
て

「前

際

は

知

ら

れ

な

い
」

と

説

か

れ

、

示

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

い
う

。

「性

」

(
◎
財
91
ε

界

)

と

は

、

す

な

わ

ち

〔経

中

で
〕

説

か

れ

た

、

次

の

こ
と

を

い
う

。

「如

来

の
胎

児

」
)
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世
尊
よ
、
こ
の
如
来
蔵

(
ツ
マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
な
る
も
の
は
、
出
世
間
の
胎
児

で
あ
り
、
本
性
清
浄
な
る
胎
児
で
あ
る
、

と
。

(『勝
婁
経
』
)

「
一
切
法
の
等
し
く
所
依
た
る
も
の
」
(
ω
鋤黛
巴

ゴ
9。§
p①
ω
①
ヨ
倒
曾
昌

蝉昼
)
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち

〔経
中

で
〕
説
か
れ
た
、
次

の
こ
と
を

い
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
世
尊
よ
、
如
来
蔵

(ツ

マ
リ

「如
来
の
胎
児
」
)
は
、

〔そ
れ
と
本
来
〕
結
合
し
、
不
可
分
で
あ
り
、
智
と
離
脱
せ

ず
無
為
な
る
諸
法
に
と

っ
て
も
、
所
依
、
支
え
、
基
盤
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
〔そ
れ
と
本
質
的
に
〕
結
合
せ
ず
、
分
離
性
の
、

智
よ
り
離
脱
し
た
、
有
為
な
る
諸
法
に
と

っ
て
も
、
世
尊
よ
、
所
依
、
支
え
、
基
盤
た
る
も
の
は
、
如
来
蔵

(ツ

マ
リ

「如
来

の
胎
児
」)
で
あ
り
ま
す
。
(同
)

「そ
れ
が
あ
る
と
き
、

一
切
の

〔輪
廻
の
〕
趣
も
あ
る
と
い
う

の
は
、
す
な
わ
ち
、

〔経
中
に
〕
説
か
れ
る
次

の
こ
と
を
い
う
。

世
尊
よ
、
如
来
蔵

(ツ
マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
あ
る
と
き
、
輪
廻
あ
り
と

い
う
の
は
、
こ
の
語
に
と

っ
て
妥
当
で
あ
り
ま
す
。

(同
)

「浬
葉

の
体
得
も
ま
た
あ
り
」
と
い
う
の
は
、

〔経
中
に
〕
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
こ
と
を
い
う
。

も
し
、
世
尊
よ
、
如
来
蔵

(ツ

マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
苦
を
厭
う
こ
と
も
な
く
、
ま
た
浬
契
に
対
す

る
欲
求
も
求
得
も
願
求
も
な

い
で
し
ょ
う
、
云
々
。

(同
)

「
一
切
法
の
等
し
く
所
依
た
る
も
の
」
は
、
漢
訳
の
解
釈
に
従
え
ば
、
実
質
的
に
は

「如
来
」
で
あ
る
。
し
か

る
に
胎
児
説
に
お
い
て

は
、
そ
の
役
割
り
を

「如
来
」
で
は
な
く
、
如
来

の

「胎
児
」
が
荷
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
今
ま
で
等
閑
に
し
て
来
た

「如
来
」
と
如
来
の

「胎
児
」
と

の
関
係
を
考
え
て
見
よ
う
。

「如
来
」
は
、
浬
葉
経
に

「如
来
常
住
無
有
変
易
」
と
言
う
よ
う
に
、
無
為
法
で
あ
る
。
そ
の
無
為
で
あ
る

「如

来
」
が
、
ど
う
や

っ
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て

「胎
児
」
に
変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「常
法
不
応
有
歌
羅
羅
時
乃
至
老
時
」

「胎
児
」
に
つ
い
て
は
、
再
び
高
崎
氏
の

『宝
性
論
』
を
借
り
よ
う
。
八
十
頁

関
し
て
、
次
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
」

(浬
架
経

三
十
九
、
大
12
1
五
九
五

a
)。

「如
来
性
が
不
浄
位
に
お
い
て
不
変

異
で
あ
る
こ
と
に

世
尊
よ
、
死
ん
だ
と
い
い
、
生
れ
た
と
い
う
、
こ
れ
は
、
世
間
の
慣
習
的
な
言
い
方
で
す
。
死
ん
だ
と
い
う
の
は
、
世
尊
よ
、

こ
れ

は
諸
根

(感
官
)

の
壊
れ
る
こ
と

(
唇

震
o
自
げ
①
)
で
す
。
生
れ
た
と
い
う

の
は
、
世
尊
よ
、
こ
れ
は
新
し
い
諸
根
の
出
現
す
る
こ

と

で
す
。
世
尊
よ
、
決
し
て
如
来
蔵

(ツ

マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
は
生
れ
る
こ
と
も
な
く
、
老
い
る
こ
と
も
な
く
、
死
ぬ
こ
と
も
な

く
、
〔こ
の
世
か
ら
〕
退
く
こ
と
も
、
〔次
の
世
に
〕
生
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。
世
尊
よ
、
如
来
蔵

(
ツ
マ
リ

「如
来
の
胎
児
」)
は
有
為

(因
縁
生
起
)
の
相

(生
住
異
滅
)
の
領
域
を
超
え
て
お
り
、
常
住
、
堅

固
、
寂
静
、
不
変

で

あ

る
か
ら
で
す
、
と
。
(『勝
覧
経
』
)

「如
来
の
胎
児
」
も
ま
た
無
為
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
無
為
で
あ
る

「胎
児
」
が
、
ど
う
や

っ
て
成
長
し
て

と
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
如
来
蔵
胎
児
説
は
惇
理
を
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
惇
理
性
は
、
見
性
成
仏
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
性
成
仏
説
に
お

い
て
は
、

見
て
成
仏
す
る
の
は
衆
生
で
あ

っ
て
仏
性
で
は
な

い
。
作
仏
す
る
の
は
衆
生
で
あ

っ
て
、
仏
性

で
は
な
い
。
「人
は
作

仏
す
と
も
、

作
仏
す

べ
か
ら
ず
」

(正
法
眼
蔵
仏
性
)
。

し
か
る
に
胎
児
説
は
、
仏
性
が
作
仏
す
る
と
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

四
、
悉
有
仏
性

「如

来

」

仏

性

を

ム

生

ま

イ

↑

臣
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一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
以
仏
性
故
、
衆
生
身
中
即
有
十
力
、
三
十
二
相
、
八
十
種
好
。

(巻
九
、
大
12
四

一
九

a
)

こ
の

一
文
は
、
浬
葉
経
中
で
最
も
具
体
的
に
悉
有
仏
性
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
聞
き
馴
れ
た
言
葉
に
な
お
す

　

と
、

一
切
衆
生
は
、
こ
と
ご
と
く
如
来
の
智
慧
、
徳
相
を
も

っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
信
じ
難
く
解
り
難

い
と
は
、
経
典
自
身
が

し
ば

し
ば
述
懐
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
ど
う
し
て
も
信
じ
よ
う
と
し
な

い
輩

の
居
る
の
も
仕
方

の
な

い
こ
と
で
あ

っ
て
、
浬

藥
経
は
、
こ
う

い
う
輩
を

「
一
閲
提
」
と
呼
ん
で
例
外
視
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
例
外
的
存
在
が
居
た

の
で
は
、
悉
有
仏
性
論
と
し
て
は
徹
底
し
な
い
憾
み
が
残
る
。
そ
こ
で

一
聞
提
に
も
仏
性

の
有
る
こ
と
を

認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
こ
の
教
説
の
は
ら
む
問
題
点
が
追
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

浬
藥
経
が
説
く
仏
道
は
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と

い
う
浬
葉
経

の
教
え
を
開

い
て
発
心
し
、
煩
悩
を
断
じ
て
見
性
成
仏
す
る
こ
と
で
あ

　

る
。
教
え
を
聞
く
た
め
に
は
善
知
識
に
出
遇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
閾
提
は
、
仏
性
有
り
と
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
仏
道
に
お
い
て
依
然
と
し
て
差
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
が
高
貴

徳
王
菩
薩
に
よ

っ
て

問
題

と
さ
れ
る
。

(巻
二
十
六
、
五

一
八

a
以
下
。)

如
来
は
初
め
て
浬
盤
ハ経
を
開
示
し
た
時
、
三
種
の
病
人
に
讐
え
て
、
三

つ
の
機
根
の
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
た

(巻
十

一
、
四
一一二

b
)
。一

、
声
聞
縁
覚
は
、
若
し
善
知
識
に
出
遇

っ
て
妙
法
を
聞
け
ば
、
発
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
出
遇
わ
な
け
れ
ば
発
心
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

二
、

一
閲
提
は
、
善
知
識
に
出
遇

っ
て
妙
法
を
聞
い
て
も
発
心
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
出
遇
わ
な
く
て
も
発
心
す
る
こ
と
は

で
き
な

い
。

三
、
菩
薩
は
、
出
遇

っ
て
も
出
遇
わ
な
く
て
も
、
発
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
る
に
、
善
知
識
に
出
遇

っ
て
も
出
遇
わ
な
く
て
も
発
心
で
き
な
い
と
い
う
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
何
故
な
ら
、
お
よ
そ
人

で
あ
る
限
り
必
ず
阿
褥
菩
提
を
得
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
閲
提
輩
も
、
仏
性
を
以
て
の
故
に
、
若
し
く
は
聞
く
も
聞
か
ざ
る
も
、

悉
く
亦
た
当
に
阿
褥
菩
提
を
得
べ
き
が
故
に
。

世
尊
よ
、
仏
の
説
く
所
の
如
き
ん
ば
、
何
等
を
名
づ
け
て

一
閲
提
と
為
す
や
。
断
善
根
を
謂
う
な
り
。
是
く
の
如
き
の
義
も
ま
た

然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
仏
性
を
断
ぜ
ざ
る
が
故
な
り
。
是
く
の
如
き
仏
性
は
理
と
し
て
断
ず
可
か
ら
ず
。

云
何
に
し
て
か
仏

は
諸
の
善
根
を
断

つ
こ
と
を
説
か
ん
。

仏
性
不
断
な
れ
ば

一
聞
提
に
は
非
ず
。
如
来
は
何
を
以
て
か
是
く
の
如
き
説
を
作
し
て
、

一
閾
提
な
り
と
言
わ
ん
。

仏
性
が
常
住
不
変

(巻
八
、
四

一
〇

c
)

で
あ
り
仏
性
亦
善

(巻
27
、
五
二
四

c
)
で
あ
る
限
り
、
善
根
を
断

っ
て
い
る
か
ら

一
聞
提

で
あ
る
、
と
は
言
え
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
「有
仏
性
」
の
意
味
の
考
察
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

仏
陀
が
答
え
る

(五

一
九
b
)、

善
男
子
よ
、
君
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
若
し

一
聞
提
が
有
仏
性
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
地
獄
行
き
の
罪
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
の
か
と
い

う

こ
と
だ
が
、
善
男
子
よ
、

一
閲
提
中
無
有
仏
性
な
の
で
あ
る
。

善
男
子
よ
、
た
と
え
ば
あ
る
王
が
竪
琴
の
音
を
聞
い
て
、
そ
の
妙
な
る
音
色

の
と
り
こ
に
な

っ
た
と
す
る
。
王
は
大
臣
に
問
う
、

こ
の
妙
音
は
ど
こ
か
ら
出
る
の
か
。
大
臣
は
答
え
て
言
う
、

こ
の
妙
音
は
竪
琴
か
ら
出
ま
す
。

王
、
こ
の
妙
音
を
持

っ
て
来
い
。

大
臣
は
竪
琴
を
持

っ
て
来
て
、
王
の
前
に
置
い
て
言
う
、
大
王
よ
、
こ
れ
が
そ
の
妙
音
で
あ
り
ま
す
。

王
は
竪
琴
に
向

っ
て
言
う
、
音
を
出
せ
、
音
を
出
せ
。

し
か
し
竪
琴
か
ら
音
は
出
な
い
。

す
る
と
大
王
は
そ
の
絃
を
断

っ
た
が
、
音
は
出
な
い
。
そ
の
皮
木
を
す
べ
て
裂
い
て
音
を
探
し
求
め
る
の
だ
が
、

つ
い
に
得
る
こ
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と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
大
臣
を
怒

っ
て
言
う
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
で
た
ら
め
を
言

っ
た
の
だ
。

大
臣
、
音
を
出
す
に
は
そ
ん
な
や
り
方
で
は
駄
目
で
す
。
条
件
を
と
と
の
え
、
巧
み
な
わ
ざ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

う
や

っ
て
は
じ
め
て
音
が
出
る
の
で
す
。

(応
以
衆
縁
、
善
巧
方
便
、
声
乃
出
耳
)
。

衆
生
仏
性
亦
復
如
是
、
無
有
住
処
。
以
善
方
便
、
故
得
可
見
。
以
可
見
故
、
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
。

一
閲
提
輩
不
見
仏
性
、
云
何
能
遮
三
悪
道
罪
。

は
じ
め
て

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
唱
え
ら
れ
た
時
に
は
、
「我
今
身
中
定
有
仏
性
」
と
素
朴
に
言
わ
れ
て
い
た

(巻
七
、
四
〇
七

c
)
。

し
か
る
に
い
ま

一
閲
提
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
応
用
さ
れ
た
の
が

「常
法
無
住

」
の
理
で
あ

る
。

善
男
子
、
若
言
仏
性
住
衆
生
中
、
善
男
子
、
常
法
無
住
。
若
有
住
処
、
即
是
無
常
。
善
男
子
、
如
十
二
因
縁
無
定
住
処
。
若
有
住
処
、

十
二
因
縁
不
得
名
常
。
如
来
法
身
亦
無
住
処
、
法
界
法
入
法
陰
虚
空
悉
無
住
処
。
仏
性
亦
爾
、
都
無
住
処
。
(巻

32
、
五
五
五

c
以
下
)

「仏
性
に
住
処
な
し
」、
こ
れ
で

一
閲
提
を
め
ぐ
る
問
題
は
片
付
く
。
つ
ま
り
、

一
閲
提
も
衆
生
と
と
も
に
、
仏
性

の

「住
処
」
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
「仏
性
不
断
」
と
い
う

こ
と
と
、

一
閲
提
で
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
こ
と
と
は
関
係
が
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

一
關

提

の

一
關
提
た
る
ゆ
え
ん
は
、

「断
善
根
」
に
で
は
な
く
て

「不
見
仏
性
」
に
在
る
こ
と
に
な
る
。

衆

生
と
仏
性
と
の
関
係
を
、
捏
葉
経
は
種
々
に
論
じ
て
い
る
が
、
次
に
引
く

一
文
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
最
も
肝
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

衆
生
仏
性
不
破
不
壊
、

若
使
衆
生
無
虚
空
者
、

衆
生
仏
性
亦
復
如
是
。

不
牽
不
捉
、
不
繋
不
縛
、
如
衆
生
中
所
有
虚
空
。

則
無
去
来
行
住
坐
臥
、
不
生
不
長
。
以
是
義
故
、

(大
正
12
1
五
三

一
b
)

一
切
衆
生
悉
有
虚
空
。
無
窒
擬
故
、
各
不
自
見
有
此
虚
空
。

我
経
中
説
、

一
切
衆
生
有
虚
空
界
。
虚
空
界
者
是
名
虚
空
。
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仏
性

は
虚
空

の
よ
う
に
、
衆
生
の
存
在
に
と

っ
て
必
然

の
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
住
処
は
な
い
。
た
だ

「以
善
方

便
故
得
可
見
」
で
あ

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
も
う

一
度
高
貴
徳
王
菩
薩
の
質
問
に
立
ち
返

っ
た
上
で
、
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
菩
薩

は

一
聞
提
の
問
題

を
提
起

し
た
あ
と
で
、
次

の
よ
う
に
論
じ
る
。
(五

一
八
b
)

世
尊
よ
、
も
し
仏
性
に
よ

っ
て
発
心
す
る
の
な
ら
ば
、
十

二
部
経
を
広
説
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

世
尊
よ
、
た
と
え
ば
四
大
河
は
、
み
な
阿
那
婆
踏
多
池
か
ら
出
ま
す
が
、
も
し
天
人
諸
仏
世
尊
が
、
こ
の
河

は
大
海
に
入
ら
ず
に

本
源
に
還
る
は
ず
だ
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
ん
な
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
菩
提
心
も
同
様
で
す
。

有
仏
性

の
者
は
、
聞
法
し
て
も
し
な
く
て
も
、
持
戒
し
て
も
し
な
く
て
も
、
布
施
を
し
て
も
し
な
く
て
も
、
修

行
し
て
も
し
な
く

て
も
、
智
者

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
こ
と
ご
と
く
み
な
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
る
は
ず
で
す
。

世
尊
よ
、
太
陽
は
優
陀
延
山
か
ら
登
り
、
正
南
に
至
り
ま
す
が
、
太
陽
が
も
し
私
は
西
に
行
か
な

い
で
東
に
も
ど
ろ
う
と
考
え
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
出
来
な

い
相
談
で
す
。
仏
性
も
同
様
で
す
。
聞
法
せ
ず
、
持
戒
せ
ず
、
布
施
せ
ず
、
修
行

せ
ず
、
智
者

で
な
い

か
ら
、
阿
褥
菩
提
を
得
な
い
と
い
う
の
は
、
道
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
尊
よ
、
諸
仏
如
来
は
、
因
果
の
性
は
非
有
非
無
だ
と
説
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
妥
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何

故
な
ら
ば
、
も
し

乳
中
に
酪
性
が
な
け
れ
ば
酪
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
尼
拘
陀
樹
の
種
子
に
五
丈
の
性
が
な
い
な
ら
ば
、
五
丈
の
樹
を

生
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

も
し
仏
性
中
に
菩
提
樹
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
菩
提
樹
を
生
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
道

理
で
、
因
果
は
非

有

非
無
で
あ
る
と

い
う
の
は
妥
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
閾
提
を
め
ぐ
る
議
論
は
筋
の
通

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
今

の
は
そ
う

で
は
な
い
。
悉
有
仏
性
説
に
つ
い
て
落
ち

入
り
や
す
い
謬
見
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を
、

こ
と
さ
ら
に
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

浬
禦
経
集
解
巻
53
に
よ
れ
ば
、
「仏
性
力
強
、
応
自
然
成
仏
」
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
「因
中
已
有
仏
性
、
故
得
成
仏
也
」
と
主
張

す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
然
成
仏
説
で
あ
り
、
因
中
有
果
論

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
仏
陀
の
答
え

(五

一
九
b
)
、

善
男
子
、
如
汝
所
説
、
若
乳
無
酪
性
、
不
応
出
酪
。
尼
拘
陀
子
無
五
丈
性
、
則
不
応
有
五
丈
之
質
。
愚
療
之
人
作
如
是
説
、
智
者

終
不
発
如
是
言
。
何
以
故
、
以
無
性
故
。

善
男
子
、
如
其
乳
中
有
酪
性
者
、
不
応
後
仮
衆
縁
力
也
。
善
男
子
、
如
水
乳
雑
、
臥
至

一
月
、
終
不
成
酪
。
若
以

一
滞
頗
求
樹
汁
、

投
之
於
中
、
即
便
成
酪
。
若
本
有
酪
、
何
故
待
縁
。

衆
生
仏
性
亦
復
如
是
。
仮
衆
縁
故
、
則
便
可
見
。
仮
衆
縁
故
、
得
成
阿
褥
多
羅
三
褥
三
菩
提
。
若
待
衆
縁
、
然
後
成
者
、
即
是
無

性
。
以
無
性
故
、
能
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
。

こ
れ
と
同
様
の
議
論
が
師
子
吼
菩
薩
と
の
間
に
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今

の
仏
陀
の
答
え
の
主
旨
を
、
次
の
言
葉
が
よ
り
端

的
に
伝
え

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

衆
生
仏
性
不
名
為
仏
。
以
諸
功
徳
因
縁
和
合
、
得
見
仏
性
、
然
後
得
仏
。
(巻
28
、
五
三
三

a
)

「衆
縁
」
と
い
う
の
は

「諸
功
徳
因
縁
」

つ
ま
り
聞
法
に
は
じ
ま
る
修
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て

「見
性

」
し

て

「得
仏
」
す
る
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
実
際
に

「有
仏
性
」
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る

「仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り
」
で
あ
る
。

以
本
無
故
、
仮
縁
而
成
。
若
本
有
者
、
何
須
衆
縁
。

(巻
28
、
五
三

一
a
)

若
諸
衆
生
、
内
有
仏
性
者
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
身
、
如
我
今
也
。

(同
、
五
三

一
b
)

非
不
因
六
波
羅
密
而
得
成
於
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
。
以
是
義
故
、
当
知
衆
生
悉
無
仏
性
。

(同
、
五
三
三

a
)

衆

生
は

「無
性
」
で
あ
る
か
ら

こ
そ
作
仏
す
る
。
い
わ
ゆ
る

「人
は
作
仏
す
と
も
、
仏
性
は
作
仏
す
べ
か
ら
ず
」

で
あ
る
。

　

自

然
成
仏
説
や
因
中
有
果
論
に
お
い
て
は
、
衆
生
と
仏
性
と
の
さ
か
い
が
曖
昧
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
仏
道
を
揆
無
す
る
こ
と
に
な
る
。



浬
葉
経

が
、
こ
と
さ
ら
に
右
の
よ
う
な
問
答
を
設
け
、

る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

一
切
衆
生
悉
無
仏
性
を
言
明
し
た
の
は
、
悉
有
仏
性
論
が
揆
無
仏
道
の
邪
見
に
陥

註

①

「如
来

蔵
」
を

漢
文

と

し

て
こ
う
訓
読

す

る

こ
と

は
で
き

な

い
。
し
か

し
複

合
語

に
含

ま
れ

る
語

と
語

と

の
関

係
を

明
ら

か

に
す

る

た
め

な
ら
ば

、

便
宜

と

し

て
許

さ
れ

る

で
あ

ろ
う
。

②

仏
性

と

い
う
語

は
、
如
来

蔵
と

か
か

わ
り

な
く

す

で
に
使

わ
れ

て
い
る
。
断
塞

諸
道

所
謂

若
我
無

我

、
非

我
非
無

我
。
唯
断

取
著

、
不
断
我

見
。
我

見
者

名
為

仏
性

。
仏

性
者

即
眞

解
脱

。
眞

解
脱
者

即

是
如

来
。

(巻

五

、
大

12
ー

三
九

五
b
)
西
蔵

語
訳
北

京
版

西
蔵

大
蔵

経

31
冊

一
七
七

頁

三
葉

。

③

こ

の
箇

所

、

浬
盤
経

集

解

は

「我
者

即

是
如

来
蔵

義

、

一
切
衆

生
悉
有

。
仏

性
是

我
義

。
」

と
読

む
。

文
意
を

通
す

た
め

の
工
夫
だ

と
思

わ
れ

る
。

し

か
し

「
一
切

衆
生

悉
有

仏
性

」
は
成

句

に
近

い
し

、
西
蔵

語

訳
も

こ
う
な

っ
て

い
る

(
一
八
八
頁

五
葉
)
。

「仏

性
即

是
我
義

」
と

い
う

よ
う

に
、

「仏

性
」

を
補

っ
て
読

む

の
が

良

い
か
も

知
れ

な

い
。

④

如
来

智
慧

、
無

相
智

慧
、

無
磯
智

慧

、
具

足
在
於

衆

生
身
中

。

(華

嚴
経

三
十

五
、

大

9
1

六

二

四

a
)

一
切
衆

生
、
錐

在
諸

趣
、

煩
悩
身

中
有

如

来
蔵

、
常

無
染

汚

、
徳
相

備

足
、
如

我
無

異
。

(如

来
蔵
経

、

大
16
-
四
五

七

c
)

⑤

一
切
衆

生
錐
有

仏
性

、

要
因
持

戒
、
然

後

乃
見

。
因

見
仏
性

、
得

成
阿
褥

多

羅

三
貌

三
菩

提

。

(巻

七
、

四
〇

五

a
)

一
切
衆

生
亦

復
如

是
。

不
能

親

近
善
知

識
故

、

錐
有

仏
性

、
皆

不
能

見
。

(
同
、

四
〇

八

a
)

⑥

仏
性

を

、
衆

生
身
中

に
宿

る
と

こ
ろ

の
、
仏
と

な

る
可
能

性
と

見
倣

す
点

で
、
如

来
蔵

胎
児

説

は
自
然

成
仏

説
に

類
す

る

で
あ

ろ

う
。
ま
た

「如

来

の
胎
児

」

の
形

で
存

す

る
と
す

る
と

こ
ろ
は
、

因
中

有

果
論

に
似

る

で
あ

ろ
う

。
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